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2013白堊芸術祭平成25年12月16日（月）〜 21日（土）

会場：文房堂 ４階ギャラリー
（神田駿河台下） 第６回 〈出典リスト〉

▲三浦千波（S50卒）〈風 景〉▲伊藤馨一（S52卒）

    〈日輪の翼〉

▲福田 隆（S49卒）〈玄宮園〉

▲伊東明子（S50卒）〈ば ら〉

　菊池雅子（S44卒）〈Sé（Lisboa）〉

▲小山卓也（S32卒）〈三陸リアス海淵〉

　第６回目を迎えた「白堊芸術祭」は、会
場を神田駿河台下の文房堂（ぶんぽうどう）４階
ギャラリーに移し、６日間の日程で開催。
今回から在京会員以外の同窓にも参加を呼
びかけ、出展していただきました。また、朗
読やミニライブなども行われ、いちだんと
すばらしい白堊芸術の祭典となりました。
今年も、12月に同じ会場で開催いたします。
絵画や書などのご出展のほか、ミニライブ、
ミニ講習・講演会などもできます。ぜひ、多く
の方の参加とご来場をお待ちしています。

落ち着いた広いギャラリーで
多彩な文化の祭典を楽しむ

12月18日、阿部克行さん（S31
卒）のシャンソン・ミニライブ、最終
日の21日は野口田鶴子さん（S40
卒）の宮沢賢治＆五行歌の朗読と、
玉澤健児さん（S43 卒）のミニコン
サートで盛り上がった。
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▲神尾 厚（S30卒）〈マーガレット〉

▲一戸裕子（S43卒）〈び わ〉

▼内村 泰（Ｓ39卒）

   〈五大明王佛法曼荼羅〉

三浦千江美▶
　　　（S53卒）

　　〈福寿〉

▲田部井恭子（S34卒）〈エンゼル〉

▲鍛冶順子（S61卒）〈パリの街角〉

▲毛利洋子（S41卒）

　〈抽象への第一歩
　　　　（集積のエネルギーその2）〉

▲板倉洋子（S28卒）〈ひ と〉

▲戸澤 聰（S40卒）〈黒の記憶〉
   （書：三浦千江美）
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（綾華・S40卒）
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▲坂本 務（S44卒）〈プールの見える風景〉 ▲平野惠子（渡部惠子 S53卒）〈希望の種〉 ▲辻田よね子（辻やのか・S55卒）

　〈ガイコツナカマ〉

▲宮野谷篤（S53卒）〈木漏れ日〉

▲工藤結花里（S54卒）

    〈たて琴アザラシ〉

▲吉田昌弘
    （S38卒）〈花瓶〉

▲及川昭伍 （S25卒）

   〈三彩七重ノ塔〉

▲小野寺長道 （S28卒）〈赤いカーテン〉

▲千葉祐治（S41卒）

   〈飾箱「連鎖」〉

▲柏木宣郎（S36卒）

   〈三千院：小さき祈り〉▲伊藤公雄（S34卒）〈花〉

▲橋本時浩（S53卒）〈0-2710（秋）〉

▲古座野郁子（S32卒）

   〈馬コの行進〉
▲村谷 尚（S54卒）

   〈街角のタイタニック〉

▲南舘英孝（S36卒）〈春の嵐の予感〉

▲三浦宏行（S28卒）

〈のうぜんかずら長方盆〉
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「写真五行歌」
展示コーナー

▲戸田忠祐（S20卒）

    〈虚しかりし十五のころ〉▲戸田 純（S48卒）〈先生〉
　※小学生の時の作品

▲小川あさ〈公園Ⅰ〉
　※ S22卒・小川達雄氏の奥様

▲玉澤健児（S43 卒）

    〈ギンガメアジの群れ〉
▲紀 章（S56卒）

　 〈Impulse of Blue〉

▲渡部英俊（S53 卒）〈胎 動〉

▲及川 謙（S61卒）〈日輪〉

▲佐々木美枝子
　 （S43卒）

    〈西方浄土へ〉

▲庄司 純（S32卒）

    〈木更津の秋「空」〉

▲橋本有史（S33卒） 〈獅子哀歌〉

▲村野井徹夫（S35卒）

　 〈新雪の不来方城〉

坂本美枝子▶
　　　（S45卒）

〈光の訪れ〉
▲藤澤 貢（S61卒）

    〈写日記 -2013-〉

▲水原 滋（S50卒）

    〈HAKUART 3〉

　高橋修三（S51卒）

    〈小岩井一本桜〉
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小川達雄（八十若・S22卒）、星邦彦（だいてんち・S36卒）、稲垣裕雄（伊奈裕・S38 卒）、馬場信（S41卒）、
二宮まゆみ（ろろちち・S42 卒）、山田武秋（S42卒）、吉田美雅子（S45卒）、村谷 尚（S54 卒）、ほか


